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We developed the graphical user interface (GUI) builder for XTSS， XTSS Buidler， 
which is a GUI system for Building GUI applications described by XTSS (X Toolkit 
Service System). XTSS language is a simple but a powerful one for integrating textual 
applications on the GUI environment and similar to the X Toolkit functions. Yet， it
is hard to describe XTSS program for novice users. So， we provided XTSS Builder for 
them. 
XTSS Builder consists of two parts: Creator and Analyzer. Creator is used for con-
structing XTSS applications. Users can select a widget class from the widget class tree 
of Athena widget， place it to the user's widget tree. Creator generates XTSS program 
automatically from the user's tree， and realizes the GUI. Users can also select the at目
tribute of the widget and set the value to it. Analyzer is used for reconstructing the GUI 
application which was not coded by XTSS. Users can easily generate XTSS program by 
only pressing the mouse button on the GUI application. Users can also modify it visually， 



















UAljX[8]であるc もう一つは UAIjXの能力を継承し、より柔軟にテキスト型応用プログラムを GUI






もある。このため、 GUIの構築自体も GUI環境下で実現する GUIピルダーの重要性が認識されるよう
になってきているoGUIピルダーは、視覚的な操作でGUIの構成を指定し GUIの記述を自動生成する




がある o1.の方がより視覚的な操作であるが、 2.に比べて一般に実現が困難である O
本研究では、記述能力は高いがUAIjXに比べてやや記述が難しくなっている XTSS用の GUIピル











リー 上でGUIを構築する XTSSBuilderの本体である Creatorについて説明し、 4章では既存のGUIア
プリケーションを XTSSの記述に変換する Analyzerについて説明する o5章はまとめである C
2 XTSSとGUIビルダ-
2.1 XTSSの概要
XTSSは、 C言語などにより Xのライブラリを利用するのではなく、 sh，csh， perlなどに代表される
シェルのようなテキストの操作を基本とする言語から XToolkitを使用できるようにするためのクライ
アント/サーバ型のシステムであるむ XTSSはXToolkitを操作するための各種のコマンドを提供する X
Toolkit Server(XTS)と、 XTSとシェル間の通信を助ける XToolkit Client(XTC)から構成される D




それ以外の言語からも XTCを介して使用できる。 XTS命令は、大きく分けて特殊命令、 Xt命令、 X
命令、 Xa.w命令の4つに分かれている C これはそれぞれ、 XTS独自の命令、 XToolkit、Xlib、Athena.
ウィジェットに関する命令である。特に Xt命令は XToolkit関数名から Xtを除いた形式をとるため、
X Toolkitプログラミングに習熟していれば簡単に理解できる D 最も簡単な例として、 HelloWorldを
表示するための記述とその表示の様子を図 lに示す。
Initialize hello Hello 






















XTSS Builerは、 XTSSによる GUI構築を視覚的に行うための Creatorと、 XToolkitによってC
言語などで記述された既存の応用プログラムを XTSSの記述へ変換するための Analyzerという 2つ
の独立したシステムから構成されるO 図3がXTSSBuilderのトップメニューであり、 Creatorの起動、
Ana.lyzerの起動、 XTSSBuilderの終了 (Quit)を選択することができる。








2. XTSSで記述された既存の GUIアプリケーション (XTSSアプリケーション)を修正する
3.既存のGUIアプリケーションを参考にしてXTSSアプリケーションを作成する
という 3つの状況がある oXTSS Builderはこれら全ての状況において利用できるように設計したO
1.の場合は、 Creatorにより全く新規に GUIアプリケーションを構築し、 XTSSプログラムへ変換し、
ファイルに保存する (save)ことができる。 2.の場合も、 CreatorへXTSSプログラムを読み込み(load)、
GUIアプリケーションを修正し、再度保存し直せばよい。 3.の場合には、まず、 Analyzerによって既存
のGUIアプリケーションを XTSSプログラムに変換しファイルへ出力する (dump)。次に Creatorを



























図5:C r e a t 0 r 






































るウィジェットの1重類を示すtypeがある otypeとしては、 INITIALIZE，APPINITIALIZE， CREATE， 
MANAGE， SHELL，POPUPがあり、それぞれ Xt命令のInitialize，AppInitialize， Create¥Vidget， 














Initialize <name> <class> NULL <resource> 
Applnitialize appcon <class> NULL NULL <resource> 






Create(Maneged)Widget/CreatePopupShell <name> <class> <parent> <resource> 












Initialize toplevel Toplevel 
CreateManagedWidget Box boxWidgetClass toplevel width 300 
Crea乞eManagedWidgetMenuButton menuButtonWidgetClass Bo玄
CreatePopupShel1 menu simpleMenuWidgetClass MenuButton 
CreateManagedWidget SmeBSB smeBSBObjectClass menu 
CreateManagedWidget SmeBSB smeBSBObjectClass menu 
CreateManagedWidget MenuButton menuButtonWidgetClass Bo玄
CreatePopupShell menu simpleMenuWidgetClass MenuButton 
CreateManagedWidget SmeBSB smeBSBObjectClass menu 
CreateManagedWidget SmeBSB smeBSBObjectClass menu 


















である O ところが、 Athenaウィジェットにはeditres(XToolkitアプリケーション用ダイナミックリソー
スエディタ)用のイベントハンドラが既に登録されており、 editresはこのeditres用プロトコルを用いて










スの設定などを行なうことができる O これらは、全てerutres本来の機能である O
表示されたウィジェットツリーを XTSSプログラムに変換するには、 Commandメニューの Dump
XTSS source to a Fileを選択する C ファイル名を問い合わせるダイアログボックスがポップアップされ
るので、ファイル名を入力すれば、そこへXTSSプログラムが出力される O これの部分が付加した機能












Initialize <name> <class> 
を出力する O




くcl部 s>WidgetClass、オプジェクトであればくcl槌 s>ObjectClassとする O
以上のように変換した後、
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